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三崎魚市場に水揚げされた魚類・ XI 
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Landing Fishes of Misaki Fish Market, from Sagami Bay, XI 

はじめに

筆者らは相模湾の魚類相を明らかにするために，

三崎魚市場において周辺海域の漁獲物調査を継続し

ている。これまでに545種を記録したが （山田・工

藤， 2001），新たに記録された4種と，興味深い3標

本について報告する。

調査方法

三崎魚市場に水揚げされる魚類のうち，相模湾で採

集されたものについて，種類，採集場所，採集方法

を記録した。調査期間は2000年JO月から 2001年9

月までの 1年間である。1ヶ月平均5回，合計62回

の調査を行った。ここでいう相模湾とは，伊豆半島石

廊崎と房総半島洲崎を結んだ線以北のうち，観音崎

富津岬以北の東京湾を除く海域である。採集場所

の名称を図lに示す。標本として採集した魚は，新鮮

なうちに写真撮影したのち10%フォルマリンで固定し

た。標本は横須賀市自然 ・人文博物館に魚類資料

何CM-P）として登録し保存した。

海況について

調査期間中の相模湾付近における海況は，概略次

のとおりで、あった。

2000年6月に遠州灘沖合から伊豆諸島南部海域に

発生した冷水域が調査期間中を通じて存続し，黒潮

はその南側を迂回して房総半島沖合を北上するパター

ンが持続した。しかし， 12,5, 8月には一時的な冷

水域縮小に伴い，黒潮が伊豆諸島沿いを北上して相

模湾に接近した。

相模湾周辺の水温は，基本的に黒潮流軸が離岸し

ていたにもかかわらず，しばしば蛇行北上部から暖水

が波及したため4,5月を除いて平年並みから高めで

推移した。特にl月下旬にあった強い暖水波及で、は三

崎の水温が平年より4℃以上も高くなり，相模湾に急

潮が発生して定置網に甚大な被害をもたらした。
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図1 採集地および周辺海域の水深．

調査結果

新たに記録された魚類について，通し番号，和名，

学名，図版番号， 採集年月日，採集場所および採集

方法，体長（SL），登録番号，分布記録などの順に

記載した。和名，学名および一般的な分布記録は中

坊編（2000）に従った。

546.テリエピス Sargocentronittodai （図2-1)

2000年 10月l日，藤沢定置網， SL;175 mm, 

YCM-P31890 

南日本から，インド・太平洋の温暖海域に分布す

る。相模湾では田ノ浦湾（東ほか， 1989）から記録

があるが，比較的稀である。

547.ウミヒゴイ属の一種Parupeneussp. （図2・2)

2000年 11月8日， 藤沢定置網，SL;200 mm, 

YCM-P39715 

神田ほか（1998）によってウミヒゴイ属の未記載種と

され，中坊 （200lb）に図示されたものと同種と思わ

れる。近縁のオキナヒメジとは尾柄上部の黒斑がない

ことで，ホウライヒメジとは体背面は暗色ではなく垂直
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図2.1.テリエピスSargocentronittodai; 2.ウミヒゴイ属の一種Parupeneussp.; 3.ハタンポ属の一種Pempherissp.; 4目ミナ

ミハタンポPemphe1isschwenkii; 5.ツノダシZancluscornutus ; 6.アカマツカサ属の一種凡かipristissp.; 7.イケカツオ

Scomberoides lysan; 8.イトヒラアジ、Carangichthysdinema. 

鰭がやや黄色がかることで区別できる。また本種は，

腹部の基底に近いところに黄色帯があるが，オキナヒ

メジとホウライヒメジでは黄色帯カ~1l~部基底よりやや離

れている。オキナヒメジは， 三浦半島沿岸の定置網

ではふつうに漁獲されるが，本種は相模湾初記録で

ある。

548.ハタンポ属の一種Pempherissp. （図2-3)
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1999年7月28日，毘沙門定置網， SL;110 mm, 

YCM-P31864 

本個体は，体色が全体に焦茶色であること，側線有

孔鱗数が60などから波戸岡（2000）のリュウキュウ

ハタンポPempherissp.や柳下（200l）のハタ ンポ属

の一種Pempherissp.に似る。しかし，腹鰭前方に隆

起線がある点で異なる。腹鰭前方に隆起線があるも

のに，従来リュウキュウハタンポとされたP.oualensis 



(Tominaga, 1968；林，1984）がある。今回，P.oualensis 

との比較ができなかったので，ここではハタンポ属の一

種PSp.としておく。

材重の分布は明らかではないが，相模湾からは初記

録である。相模湾でもよく見られるミナミハタンポとは，

体色が黒みがる（ミナミハタンポは淡褐色，図2-4,1999 

年12月8日，三戸定置網，SL;100 mm, YCM-P31867), 

前頭部の傾きは緩やか（急），腹鰭は胸鰭の中央下に

ある （後端下にある），啓鰭始部は背鰭後端直下より

前方にある （後方にある）ことで区別できる。

本種は，1999年の7月から8月にかけて毘沙門の定

置網で連続して漁獲されたが，それ以前とその後は採

集されていない。

549. ツノダシ Zancluscornutus （図2-5)

2001年8月12日，毘沙門定置網， SL;59 mm, YCM-

P39713 

千葉県以南，イ ンド・太平洋に分布する。相模湾で

は， 三浦半島南西部（工藤 ・阿部， 1991），天神島

（林， 1995），芝崎 （萩原 ・長谷川， 1990）， 田ノ浦

湾 （東ほか， 1989）から記録がある。本個体は，ま

だ完全に成魚、の色彩が現れていないほか，体型もや

や丸みが強く幼魚、の形態を残している。なお，9月24

日には城ヶ島沿岸で，成魚、の色彩になった個体（SL;

63 mm）を採集している。

アカマツカサ属の一種Myripristissp. （図2-6)

2000年11月5日，毘沙門定置網， SL;35 nun, YCM-

P39713 

吻端は透明でややとがり，リンキクチス期の特徴が

残っている。鱗は大きく櫛鱗で，全身に発達する。体

色は金属光沢のある茶褐色で，背面は藍色がかる。

背鰭は，赫部は黒く軟条音ISは無色で先端が赤みがか

る。腹鰭は，基部側は黄色く先端に向い黒い。啓鰭

は， 無色で先端が赤みがかる。尾鰭は，基部に黒帯

があり，先端が赤みがかる他は無色。このような特徴

は，沖山編（1988）に図示されたアカマツカサ属Sp.（稚

魚）の特徴に類似する。本属を含むイットウダイ科の

稚仔魚、は，体系的な整理ができていない（沖山編，

1988）ので，種の同定は出来ない。

イケカツオ Scomberoideslysan （図2-7)

2000年10月9日， 三戸定置網， SL;321 mm, YCM-

P39714 

山田・工藤（2001）は幼魚を報告したが，その後，

成魚、の標本が獲られたので補足記録した。

イトヒラアジCar，αngichthysdinema （図2-8)

2001年9月16日，藤沢定置網，SL;96 mm, YCM-

P39702 
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山田・工藤（1992）が報告したものは体長183mm  

の個体で，体色は成魚、と変わりなく銀白色，背鰭基

底に黒斑が並んでいる。本個体はさらに小さく， 全

身茶褐色で，背鰭基底に薄く黒斑が並ぶ。中坊

(2001 a）は，体長91mmのテンジクアジを図示して

いるが，本個体と色彩がきわめて類似している。

おわりに

本報告を作成するに当たり，標本登録の便を図っ

てくださり，種々ご教示いただいた横須賀市自然・

人文博物館の林公義氏，資料収集にご協力いただ

いた丸タ丸，丸共丸，共栄丸，諸磯丸，万七丸， 三

｜崎沿岸漁業協同組合ほかの方々に深く感謝する。
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